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最終講義

京都府立医科大学で学んだこと
―47年を振り返って―
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抄　　録

1978年の大学入学から退官までの47年間に大学で学んだことを概説した．入学後，硬式テニス部に

所属し医師になるための心構えを培えた．卒業して整形外科に入局して大学院に進み，関節軟骨をテー

マに研究を始めた．大学院修了後のハーバード大学留学では，変形性関節症に関わるheat shock pro-

teinの研究に取り組みoriginalityを重視する価値観にも出会った．帰国後の厚生労働省の特発性大腿骨

頭壊死症研究班ではMRIで特異性のあるバンド像を発見し，股関節の病態把握に有用な radial MR

imagingも開発した．2002年の教授就任後は教育に重点を置き，教室運営を行った．英文論文：約500

篇，学位取得者：116名，海外留学者：30名，作成した教科書：24冊はその成果である．大学では附

属病院副院長，医療センター長，副学長・学長代行を務めて大学運営にも携わった．「独創性」，「察す

る心」，「継続」などが学び得た重要な事柄である．

キーワード：独創性，察する心，継続．

Abstract

I outlined what I learned from Kyoto Prefectural University of Medicine during 47 years from universi-

ty admission in 1978 to retirement in 2019. I became a member of the tennis club, and I was able to develop

a mindset to be a medical doctor in my medical student time. After graduating, I belonged to department of

orthopaedics and started research on articular cartilage in the graduate school. When studying at Harvard
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は　じ　め　に

京都府立医科大学の母胎である京都療病院が

設立された1872年から数えて100年の節目にあ

たる1972年に京都府立医科大学に入学した．学

生時代は硬式テニス部に所属した．1978年の卒

業後，整形外科学教室に入局した．1979年に大

学院に進学して軟骨修復の研究を行った後，

1983年に米国のハーバード大学に留学した．シ

ステム化された米国の医療，教育システム，研

究内容のoriginalityの重要性，考え方の違いなど
を肌で感じることができた．基礎研究では，

ハーバード大学への留学をきっかけとして，ス

トレスタンパクのひとつであるheat shock pro-
tein（HSP）70の研究を手掛けた．HSP70がス
トレス環境下での軟骨細胞で誘導されること，

HSP70が細胞保護効果を持つことを確認し，変
形性関節症の治療を目指してきた．一方，臨床

研究では，難病に指定されている特発性大腿骨

頭壊死症の研究班に所属し，MRIのバンド像が
本疾患に特異的であることを見出した．また，

股関節の病態把握のための特殊な撮像方法であ

る radial MR imagingを考案し全国的に普及させ
た．2004～2009年には厚生労働省特発性大腿骨

頭壊死症研究班の主任研究者（班長）を務め，

さらに変形性股関節症診療ガイドラインの策定

にも尽力した．学会活動としては，2010年から

は日本股関節学会の理事長，2016年から日本リ

ハビリテーション医学会理事長，2018年から日

本リハビリテーション医学教育推進機構理事

長・機構長など，多くの職種に携わってきてい

る．一方，大学では附属病院副院長，医療セン

ター長，副学長・学長代行などを務め，大学運

営を経験させていただいた．

本稿では，私がこれまでに大学に所属しなが

ら学んできたことを述べる．

学　生　時　代

私は1972年に和歌山県立桐蔭高校を卒業し，

18歳で京都の地に足を踏み入れた．1972年は京

都府立医科大学の母胎となった京都療病院の設

立の1872年から100年目の節目であった．また，

1972年は大学紛争が終わった翌年であり，入学

式がなかった．

私の大学での毎日はクラブ活動が中心で，縦

社会のなかで365日のうち330日はテニスをして

いるという生活であった．その日々は，先輩・

同輩・後輩など，基本的な人とのつながり方や

クラブ内での役割分担の意味などを学ぶ充実し

たものであり，組織での心構えが培われた（図

1）．

整形外科学教室入局後

1978年に卒業して，榊田喜三郎教授が主催す

る整形外科学教室に入局した．この年は同門会

が発足した記念すべき年でもあった．そして，

入局2年目に大学院に進学した．大学紛争の影

響で私は14年ぶりの大学院生であったため，教

室に研究環境がまったく無い状態で研究生活が

幕を開けた．私の研究テーマは「軟骨再生の電

medical school after completing the graduate school, I studied heat shock protein related to osteoarthritis,

and I also met the value of“originality”. After returning to Japan, in the Investigation Committee on

Idiopathic Osteonecrosis of the Femoral Head under auspices of the Ministry of Health, Labor and Welfare,

I proved the specific finding called“band pattern”in MRI. I also developed an imaging method called“radi-

al MR imaging”that is useful for understanding the pathogenesis of the hip joint. After appointed professor

in 2002, I managed our department with emphasis on education. Almost 500English articles and 24 textbooks

were published, 116 doctors accepted their doctoral degree, and 30 doctors studied abroad. I also served as

the vice director at the university hospital, the director of the medical center, and the vice president at uni-

versity. I believe“originality”,“responsibility”and“perseverance”are very important.

Key Words: Originality, Responsibility, Perseverance.
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図1 学生時代（硬式テニス部）

図2 整形外科学教室入局，大学院，留学，大学助手

図3 関節軟骨の研究
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子顕微鏡学的観察」で，後に学長になられた第

二解剖学教室の井端泰彦教授，技術を教わった

新潟大学の小沢英浩教授，パナソニックの松下

記念病院の立澤喜和副院長に大変お世話になっ

た．学位論文を仕上げた後，すぐにハーバード

大学（Massachusetts General Hospital：MGH）
のMankin教授のもとに留学した．この時期は
様々な指導者との出会いがあり，システムの違

い，すなわち研究環境の大切さを身をもって学

んだ時期であった（図2）．

電子顕微鏡の研究は主に解剖学教室で行った

が，軟骨の観察には特殊な技術が必要とされた．

井端先生のご尽力で技術を習得するために，こ

の分野の第一人者でおられた新潟大学の小沢先

生のところに国内留学させていただくことがで

きた．同じ頃には，東京大学整形外科学教室の

先代の教授であった中村耕三先生も国内留学し

ておられ，後に私と同時期に教授に就任した．

妻の父が東大の整形外科学教室に所属していた

こともあり，いろいろな縁を感じた．さらに，

当時，非常勤で臨床の勉強をさせていただいて

いた松下記念病院に最新型の電子顕微鏡が導入

された．立澤先生には，大学では使用時間が限

定されていた電子顕微鏡を，松下記念病院では

優先的に使えるようにしていただき，研究をス

ムーズに進めることができた（図2，3）．

留学先のハーバード大学ではbiologyの手法で
人の軟骨にHSPが存在すること，このHSPは変
形性関節症の重症度と関係があることを証明し，

high quality journalであるArthritis and Rheuma-
tismに掲載することができた（図3，4）．HSPは
さまざまなストレスにより細胞内に誘導される

タンパクで，ストレスタンパクとも称される．

このHSPは細胞内の恒常性維持に働いており，
HSPの発現誘導をコントロールすれば変形性関
節症の進行抑制治療として用いることが可能で

ある．現在も治療法としての開発研究は教室で

進行中である（図5）．MGHでは研究の傍ら臨
床のカンファレンスなどにも参加した．Mankin
教授は毎朝回診前の6時30分からレジデント対

象のbreakfast conferenceを開き，そこでは3分
で説明しなさい，1分で説明しなさい，5ワード

をあげなさい，3ワードをあげなさいという具合

にそれぞれの症例でレジデントを教育していた．

この教育方法は非常に印象的で，系統立てて頭

の中を整理しておくことが必要であった．この

毎朝の breakfast conferenceは全米一番を示す
ためだと周囲のドクターの言葉を耳にした．実

際，Mayo clinicに留学していた奥田良樹先生を
訪ねた時，そこでのカンファレンスは朝6時30

分からであったものの，毎日ではなく週2回と

のことであった．このように，ハーバード大学

での価値観はoriginalityのあるナンバーワンであ
り，それにより地位と富を得ることができると

いうものであった．そこでは多くの人々が夜も

寝ずに熾烈な競争を繰り広げていた（図4）．

ハーバード大学からの帰国後は，京都府の天

の橋立のたもとにある京都府立与謝の海病院に

併任助手として赴任し，整形外科全般の臨床に

携わった後，大学へ助手として戻った．その頃

大腿骨頭壊死症の臨床研究をあるきっかけから

開始した．帰国直前にハーバード大学で脳に対

するMRIの応用が始まっていたが，当時の画像
は不鮮明であり，その深い意義は理解できな

かった．帰国後しばらくして，島津製作所から

MRI試作機の臨床治験依頼が整形外科学教室に
舞い込んできた．その治験は，雑然とした大き

な騒音のある工場で患者さんに付き添わなけれ

ばならず，一番下の併任助手であった私が指名

された．これが大腿骨頭壊死症の臨床研究を始

めるきっかけとなった．当時の大学附属病院に

腎移植後のステロイド関連大腿骨頭壊死症の症

例が多かったことにも後押しされ，MRIと大腿
骨頭壊死症を組み合わすことでoriginalityのある
研究を開始できた．この出来事から，チャンス

は目に見えないことが常であり，様々なことを

前向きに捉える姿勢が成功につながると後に思

い至った（図6）．

特発性大腿骨頭壊死症は，非外傷性に無菌

性・阻血性に壊死が発生して大腿骨頭に圧潰が

生じる疾患である．壊死を生じた大腿骨頭の組

織学的所見では，壊死層，反応層，健常層の三層

構造をしていることが大きな特徴である（図6）．

従って，この特徴を表す画像所見は高い診断的特
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図4 ハーバード大学（Massachusetts General Hospital: MGH）への留学（1983～1984年）

図5 Heat shock protein（HSP）

図6 特発性大腿骨頭壊死症



久　保　俊　一688

京府医大誌　128（10），2019．

異性を持つ．MRIのバンド像がまさにこれにあ
たり，1985年の股関節学会で発表し，1986年の

Hip Jointにその内容を掲載した．これは国内で
大腿骨頭壊死症に関するMRIの初めての報告で
あった．加えて，バンド像は症状がないきわめ

て早期から壊死領域を特定できることがわかり，

臨床的に病態を検索するための指標となること

も示した．病態検索の結果は，それまでのステ

ロイド関連大腿骨頭壊死症の知見を大幅に書き

換えることとなった（図6）．一連の研究が認め

られ1988年に，厚生労働省特発性大腿骨頭壊死

症研究班の班員に抜擢された．当時の班長は大

阪大学で医学部長も務められた小野啓郎教授で，

研究班は大腿骨頭壊死症の分野で世界をリード

する研究成果をあげていた．その後も，九州大

学の総長までなられた杉岡洋一先生をはじめと

する日本の優れた研究者や指導者と交流するこ

とができた．切磋琢磨の中，的確な指導のもと，

幅広い研究視野が持てるように育てていただい

た．今年で班員歴は30年を超え，2004年から

2009年までは班長も務めた（図7）．

教授が平澤泰介先生にバトンタッチされた後

の1990年から，医局長として約3年，助教授と

して9年教室運営に携わった．個々の教室員と

教室という組織のバランスの取り方の難しさを

経験し，相手の立場に立つことのできる「察す

る心」が大切であることを深く学ぶ機会となっ

た．平澤先生が主催された日本整形外科学会基

礎学術集会では責任者となり，教室一丸となっ

て運営に当たったこともよい思い出である．そ

の間も，臨床では股関節グループのチーフとし

て大学と関係教育病院の手術手技の標準化とそ

の充実に努め，また，全国的な共同研究も行い

ながら遺伝子治療や診断法開発まで研究の幅を

広げ，quality journalへの挑戦を本格化させた
（図8）．

代表的な臨床研究をふたつあげる．ひとつは

ステロイド関連大腿骨頭壊死症の臨床的な病態

解明である．ステロイドの大量投与を行う腎移

植症例すべてに定期的にMRIを撮像することに
より，臨床的にステロイド関連大腿骨頭壊死症

の初期病態を解明することができた．腎移植後

6週間でバンド像が出現している症例を見出し，

さらに他の症例でも同様の時期にバンド像を確

認した．これはステロイド関連大腿骨頭壊死症

がステロイド投与後きわめて早期に成立してい

ることを示しており，ステロイド関連大腿骨頭

壊死症が急性の阻血性疾患であることを明らか

にできた．それまでの欧米の説では，大腿骨頭

の内圧が上昇して徐々に壊死が成立するとされ

ていた．この発見はそれらを完全に覆すもので

あった．ステロイド投与後きわめて早い段階で

骨壊死が生じるという事実は予防法の戦略を大

きく進展させた（図9）．

もうひとつは診断法の開発研究である．球関

節である股関節の寛骨臼辺縁の病変の把握のた

めにMRIの撮像方法を放射状とした．そうする
ことで寛骨臼辺縁のそれぞれの部位の断面が接

線に対して垂直方向に描出可能となり，病変の

正確な判定が可能となった．この radial MR
imagingは開発から20年を経て，全国に広く普
及し，寛骨臼辺縁にある関節唇損傷の診断に一

般的に用いられている．また，球関節である肩

関節の病態把握にも応用されるようになった

（図10）．

短期間であったが，フランスに留学する機会

にも恵まれた．留学先はフランス中部のリヨン

大学にルーツを持つサンテチエンヌ大学で，主

任教授であったBousquet先生のもとで貴重な体
験をした．宿舎は寄宿舎で日本では考えられな

いような規則正しい生活を送ることができた．

Bousquet教授は芸術家肌でいくつもの人工関節
を考案しておられ，そのひとつは今日本で注目

されているdual mobility systemである．手術室
中心の研修で，執刀もさせていただき，手袋に

血がつかないnon touch operationは新鮮であっ
た．フランス留学中には，個性を大切にしなが

らoriginalityを出していくスタイルに驚かされ
た．この留学は医局長を交代した時期でもあり

心身ともにリフレッシュできた．また，ハー

バード流のナンバーワンの価値観に加えオン

リーワンもなかなかよいものだと価値観をリ

セットする機会となった（図11）．



京都府立医科大学で学んだこと 689

京府医大誌　128（10），2019．

図7 厚生労働省　特発性大腿骨頭壊死症調査研究班

図8 1990～2001年　医局長・助教授

図9 ステロイド関連大腿骨頭壊死症の病態解明
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教 授 就 任 後

2002年に教授職を拝命した．長年，日本教育

医学会に所属して医学教育の最近の手法に触れ

ていたこともあって，教室の運営理念の中心に

教育を据えた．人材育成をはかりながら臨床と

研究をすすめていくこととした．卒前卒後教育

を通じて質の高い臨床を，大学院教育を通じて

originalityのある研究を行い，それらを一緒に進
めてくれる教室スタッフの faculty development
（FD）にも力を入れた．専門分野がたくさんあ
るため，「バランス」と「まとめ」をキーワード

に教室を運営した．オリンピックにたとえるな

ら100メートル走の金メダルではなく十種競技

の金メダルを目指した．Originalityに関しては
ナンバーワンだけでなくオンリーワンにも価値

があること，教えてもらったことは後輩にしっ

かり教えていく義務があること，教えることは

学ぶことに通じるということなどを折りに触れ

て教室員に指導した（図12）．11の診療グルー

プ，3の研究グループでチーフに権限を委託して

臨床と研究を進めてもらった．また，いろいろ

な企業，団体から協力していただき7つの寄附

講座や共同研究講座を設けることができた（表

1）．たくさんの教員を養成することができると

ともに，成果は多数の学会発表や500篇におよ

図10 radial MR imaging

図11 サンテチエンヌ大学（仏国）への留学（1993年）
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図12 教室の運営理念

表1 7つの寄附講座・共同研究講座

表2 教科書作成
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ぶ英文論文となった．また，学位取得者もこの

17年で116名となり，30名に海外留学を経験し

てもらうこともできた．

その一方で，教育の要である教材づくりにも

注力した．在任中の教科書作成は24冊を数え

（表2），特に2014年に上梓した「股関節学」は

私の学問的集大成として作成したもので1,251
ページの大著となった．股関節学の作成には，

教室員と全国の先生方に大変お世話になった．

14の学会研究会の主催もさせていただいた．

なかでも，入学して40年，教授職10年の節目の

年に担当した第85回日本整形外科学会学術総会

は思い出深いものであった（図13）．東日本大震

災の翌年であったが，11,000人を超える参加者
があり，世界に向けて日本が健在であることを

示すことができた．また，教室を支えてもらっ

ている同門の底力も再認識した．

日本整形外科学会では理事としてガイドライ

ン委員会を担当し，学会が出している14のガイ

ドラインのマネジメントをした．また，そのひ

とつの変形性股関節症ガイドライン作成委員会

では作成責任者を務めた．この作成委員会の運

営には厚生労働省研究班の経験を活かし，メン

バー間の交流やメンバーの先生方のキャリア

アップにも配慮した．質の高いガイドラインを

短期間で仕上げることができた．2006年にス

図13 第85回日本整形外科学会学術総会（2012年）

図14 変形性股関節症ガイドライン委員会
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タートしてすでに13年目なるが，この委員会メ

ンバーからすでに7名の教授が誕生している

（図14）．

日本股関節学会では2010年に初代の理事長に

選出され現在もその任にあたっている．理事会

の取りまとめ方や学会としての方向性の出し方

などを学ばせてもらい，10年で会員がほぼ2倍

になり，法人化も果たした．

リハビリテーション医学の分野では，1979年，

会員が400人に満たない頃に日本リハビリテー

ション医学会に入会した．その後，理事会の役

員なども務めながらその大きな変遷をつぶさに

見てきた．今日では，リハビリテーション医

学・医療は社会から最も必要とされる医学分野

のひとつになり，会員数も11,800名近くに成長
した．幸いなことに，2014年に京都府の強力な

バックアップのもと本学にリハビリテーション

医学教室が設立された．私が教授を兼務するこ

とになり，リハビリテーション医学教育にも関

わるようにもなった．このリハビリテーション

医学教室は6年目に入り2019年4月からは開設

当初から教室運営に当たってくれていた三上靖

夫先生が教授に昇任した．2016年に第7代の日

本リハビリテーション医学会の理事長を拝命し

た．全国の大学でリハビリテーション医学の講

座がある大学は3分の1程度であり，学会の大き

図15 日本リハビリテーション医学会

図16 第53回日本リハビリテーション医学会学術集会（2016年）
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な目標としてリハビリテーション医学の教育体

制の整備を掲げた．「活動を育む医学」という新

しい定義を理事会で決定し，学会監修の公式テ

キストを編集した（図15）．2016年に京都の大

学として初めて主催させていただいた第53回日

本リハビリテーション医学会学術集会では7,500
名の参加者があり，日本リハビリテーション医

学会学術集会の大規模化元年となった（図16）．

また，リハビリテーション医学・医療に関係し

た団体が結集し2018年10月に発足した日本リハ

ビリテーション医学教育推進機構の設立にも尽

力した．この機構では各種のリハビリテーショ

ン医学教育事業が進められている（図15）．

大学でもいくつかの重要な役職を経験するこ

とができた．医療センター長は京都府と連携し

て地域医療整備をしていく役柄で，行政に協力

するポイントを学んだ．具体的には，京都府心

身障害者福祉センター所長として公的機関の活

性化に取り組んだことである．京都府，心身障

害者福祉センター附属城陽リハビリテーション

病院，城陽市，これらが一体となり，パラリン

ピックのナショナルトレーニングセンターを城

陽市に誘致することができた．また，その誘致

の目玉として京都が用意したのが大学に設置さ

れたスポーツ・障がい者スポーツ医学教室で

あった．Originalityのある企画が大きな活性化
につながることを実感した．附属病院では副院

長として卒後教育も含む多岐にわたる実際業務

に携わり，運営上のいろいろな制約も経験した．

新型インフルエンザの世界的流行があり病院の

危機管理体制の不備を痛感した．副学長として

は大きな視点からの大学運営に加わり，その間

学長代行もさせていただいた．学長の責務の重

さを体験するとともに医科大学の社会における

意義や危機管理のあり方についても深く考えさ

せられる時期となった（表3）．

教 室・同 門 会

以上，私のたどってきた轍を述べた．この活

動を支えてもらっていたのは教室と同門会であ

り，深く感謝している．また，53に及ぶ教育病

院の関係者の方々には大変お世話になった．本

年2019年は整形外科学教室開講70年目にあた

り，同門会が発足して40周年でもある．私が教

授に就任した2002年以降152名の若手が教室に

加わり，同門会の現役会員は現在511名となっ

ている．

伝えたいこと・感謝

47年を通じて学んだことはたくさんあるが，

その中から三つ伝えたいことをあげる．

1．独創性（originality）．これによりナンバーワ
ン，オンリーワンが可能となる．

2．察する心（responsibil ity）．相手の心に

表3 大学・附属病院・医療センターの運営
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開示すべき潜在的利益相反状態はない．
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